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一言の重み
岩手県・一関市立磐井中学校・三年
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　もしも、自分にとってとても大切な人から「死にたい」「消えたい」と胸の内を明けられたら。その時、相手にどんな言葉を返せるだろう。その返答次第では、明日の犯罪者を生み出すかもしれないような重みがあることに、気づいているだろうか。
ニュースを見ていると、凶悪な事件の犯人の取り調べでの様子が報道されることがある。その中で、加害者が「ずっと辛かったが一人では死ねなかった。誰かを巻き込もうと思って事件を起こした」などと口にしていた、というのを耳にしたことがある人も少なくないだろう。また、被害者の方も「加害者とはＳＮＳで知り合って悩みを相談するようになり、最終的に事件に巻き込まれてしまった」という話もよく聞く。
これを見て、関係ない人を巻き込んだ加害者に改めて嫌悪感を抱く人もいるだろう。そして、「だからＳＮＳの使い方に気をつけろと言っているのに、被害者はあまりにも注意が足りない」という考えも浮かぶかもしれない。「こんなことになる前に親しい人に相談すればよかったのに、どうしてそうしなかったのだろう」と感じる人もいると思う。
だが、ここで視点を変えてみよう。「相談しなかった」のではなく、「相談できなかった」のだとしたら。加害者であれ、被害者であれ、どれほど苦しんでいたことになるのだろうか。誰にも言い出せない気持ちに気づいてほしくて、事件を起こしたり、危険と分かっていて知らない人との交流を続けているのだとしたら、あまりにも切ないことではないだろうか。では、そういう行動に走ってしまう原因は何か。それはきっと、その人を取り巻く環境なのだと、私は考えている。
私がこの考えを持ったのには、きっかけがある。ある日、ごく身近にいる人に「人とうまく話せない」と相談したときのことだ。そのときの私は、話の続きを聞いてほしかったのかもしれないし、共感してほしかったのかもしれない。けれども、その相手は「その壁を乗り越えられるかが勝負だよね」とだけ言って、自分の作業に戻っていった。
文字にして読むと、ひどい言葉には見えないかもしれない。だが、当時の私の心には、この言葉が鋭く突き刺さった。「私だって努力はした。頑張ってもうまくいかないから相談したのに、どうしてそんな根性論を語るんだ」と。結果的に「根性論」を突き通して解決するケースもあるだろう。だけど、その時の私は、それで自分の抱えた悩みが解決するとは思えなかった。
その日から、私は身内に悩みを相談しなくなった。これ以上、自分の周りにいる人のことを嫌いたくない、相談して余計に傷つくのはもう嫌だ、と思ったからだ。
事件を起こしたり、巻き込まれたりする人の中には、このときの私のように、相談したことで余計に傷ついたり、相手にすらしてもらえなかったりした経験が重なって、その結果として他人を巻き込んだ犯罪につながってしまった人もいると思うのだ。
もちろん、相談された側も、相手を励まそうと考えて、言葉を発しているのかもしれない。だからこそ厄介なのだと、私は思う。悪意のない言葉が、苦しんでいる人をさらに追い込んでいくのだから。
気づいてほしい、共感されたいという欲求を犯罪行為につなげないために、私たちにできることは何か。それは、相手の特性をよく理解して、寄り添うことだけだと思う。
人はそれぞれ、強気だったり、口に出すのが苦手だったり、傷つきやすかったりといった個性や特徴を持っている。それを踏まえて、その人の心に一番響く言葉を届けられるのは、いつも近くで関わっている家族や、友人なのではないだろうか。
関わりを持っている人たちが、突き放さずに話を聞いてあげること。その人がどんな感じ方をするのか考えながら、言葉をかけてあげること。それが、身近な人を犯罪に走らせないために、私たちにできることだ。
あなたの大切な人を一人、思い浮かべてほしい。その人に本心を打ち明けられたら、悩みを相談されたら、あなたは何と返すだろう。今、あなたが相手を思って考え出したその言葉は、明日の犯罪を減らすための鍵となるかもしれない。
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